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Communication between an Elderly Mother and her Daughter (6):
Enjoyments for People Living with Dementia
TANAKA  Noriko
Abstract
　　This paper focuses on ‘enjoyments for people living with dementia’.  As the main 
data for analysis, the telephone conversations between my mother and myself from 1 
October to 31 December 2012 are employed.  I will follow how my mother enjoyed 
herself while she was living with dementia.  I will also consider what prevented her 
from the enjoyments.  I hope this paper will be of some help for people living with 
dementia to maintain their enjoyments. 
はじめに
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助となれば幸いである。
1．分析の枠組み
Kitwood (1997) は認知症と共に生きる人が、人として生きるのに必要な 5 つの基本的ニー
ズを挙げている。そのニーズに関連し、School of Dementia Studies (2016) は、そのニーズ























































(School of Dementia Studies (2016: 33-34).［旧版からの邦訳：『DCM





筆者は、母が 2013 年 5 月にグループホームに入所するまで、約 10 年間、ほぼ毎日、電
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話で母と会話しており、その会話を母の許可 1 を得て録音し談話分析のデータとして研究
に用いてきた。本論では、Tanaka（2019）で扱ったデータに続く 2012 年 10 月 1 日から 12
月 31 日までの 3 ヵ月間の電話での会話を主な分析対象とし、必要に応じてこの期間以外
の会話にも触れる。表 1 にデータの概要を示す。
表 1．データ





10 月：28 日間、11 月：29 日間、12 月：28 日間
上記以外の分析対象日：2013 年 1 月 18 日、3 月 5 日、5 月 19 日
媒体 電話
参与者 母（M） 81 歳～ 82 歳（誕生日を挟む）
















1 2003 年 6 月に口頭で許可を得て録音を開始し、その後、2008 年 8 月に、念のため、本人の署名・
捺印の形で書面による許可を取った。
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	 	 	 　　　　　　　（・・・）4
32280	 M	 じゃ△子 5 連れてってもいいような場所だね
（2012 年 12 月 17 日）
3.2.1.2　音楽を聴く
音楽を聴くことも、M にとって大きな「くつろぎ（やすらぎ）」であった。また、
M(29737) では D にも同じものを聴いてほしいという「共にあること」へのニーズ（PE15「共
にあること」、PE17「一緒に楽しむこと」）もうかがえる。
2 2011 年 9 月 1 日の談話からの通し番号
3 【　】：筆者による説明
4 （…）：筆者による省略
5 M の次女。D の妹。重度の知的障害を負っている。
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29737	 M	 □子 6 は聴いてた？
(2012 年 11 月 19 日 )
そのようなニーズを満たすべく、D は M をコンサートに誘うこともよくあった。
29073	 D	 明日はコンサートだからね	
29074	 M	 ああ楽しみ




	 	 	 　　　　　　　（・・・）	
29198	 D	 でもいいじゃない大した失敗じゃないんだからちょっと転ぶぐらい
（笑）
	 	 	 　　　　　　　（・・・）	
29205	 M	 なんかちょっと寝るまで気にしちゃってたあたし
（2012 年 11 月 12 日）
このことはかなり尾を引いたようで、次のコンサートの時にも M (29867) は、自分が「失敗」
するのではないかと気にしていた。
29852	 D	 今度の土曜日は○○【Dの勤務校】のコンサートだからね
	 	 	 　　　　　　　（・・・）
29867	 M	 なーんか（笑）なーんだかねあたしどっか行くとこないだもなーんか
王子のほらあそこんところ【転んだことを指している】
（2012 年 11 月 20 日）
6 D の名前。
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29763	 M	 [ あたし ]なるべくねあのー午前中は悪いから [弾かないようにして ]











26960	 M	 いや暇だから [いろんなこと ]	
26961	 D	 [ 頭ん中 ]にあるメロディーをなんかちゃんと音譜にしたんでしょう？
26962	 M	 黎明富士を天に潮響く港【Mの出身小学校の校歌を歌う】（笑）
26963	 D	 （笑）すごい













ない D(31651) には M への尊敬（PE4）があり、「やだあ」(M 31652) と驚く M にはプライ
ドが感じられる。
31624	 M	 またなんか作ってあげようかなあと [思うけど ]	
31625	 D	 [ ああ ]作って作ってうんうれしいわそしたら
	 	 	 　　　　　　　（・・・）	
31647	 D	 うんうん（笑）あれもあの手拭いの端なんかも縫ってもらったじゃない？








亡くなって 10 年ほどになる夫（D の父）のことも折に触れて話題にした。
30951	 M	 なんか 1年に 1回はお墓参り行ってやろうと思って	
30952	 D	 あそうねえうん	
30953	 M	 （笑）かわいそうじゃない
（2012 年 1 月 3 日）
3.2.3.2　娘に
3.2.1.1 でも触れたように、施設に居る次女のことは常に頭にあったようだ。また、長女
の D に対しても、何かしてやれることはないかといつも気遣っていた。しかし D（32497）
はそれに十分には応えられていない。
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32486	 M	 [うんなんか]□子にあたしに【して】欲しいものってなんにもないかね




	 	 	 　　　　　　　（・・・）	
32496	 M	 でもあんなのじゃなくて	
32497	 D	 （笑）そうじゃあまた考えときます何か

















いる（PE9）。その先生も M の状況を理解し尊重してくれた (PE7)。
30081	 D	 今日は【マッサージの】○○先生何色のあれ着てるでしょうね
	 	 	 　　　　　　　（・・・）
30084	 M	 紺とねえ
30085	 D	 うん	
30086	 M	 それからえんじ色 2つ持ってんの
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（2012 年 11 月 22 日）
マッサージの後によく立ち寄ったのは近所の八百屋さんであった。ここでも M の状態
を理解してくれており、買い物の様子を見守り支援してくれた（PE7）。





















	 	 	 　　　　　　　（・・・）	
31520	 M	 で赤いほう□子にあげようと思って
31521	 D	 あありがとうじゃ楽しみにしてるね
（2012 年 12 月 9 日）
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3.2.4.2　俳句を作る
若い頃から作っていた俳句も、M にとって大切な「たずさわり」であると共に、D への「愛
着・結びつき」を示す手段でもあった。以下の会話の前日、M は自作の俳句を D の郵便





（2012 年 10 月 21 日）
32879	 D	 歌を作ってください	
32880	 M	 （笑）へんてこりんな歌で何にもないよ持ってくものが
	 	 	 　　　　　　　（・・・）	
32889	 D	 楽しみにしてますから
（2012 年 12 月 25 日）
3.2.4.3　写真を撮る
D がカメラをプレゼントすると M はとても気に入り、自宅内を撮影したり、外出時に
持ち歩いたりした。
28593	 M	 あたしどこ行くんでもあの袋ん中に写真機入れとくの
（2012 年 11 月 1 日）
撮影したものを D がパソコンでプリントアウトすると喜び、自分でもプリントしたい
と意欲を見せた。D はコンパクト・フォト・プリンターを購入してみたが M はうまく扱
えず、望みを叶えることができずにプリントは D が担った。
28805	 D	 うん適当にプリントしておくから




（2012 年 11 月 5 日）
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(Tanaka 2019 参照 )、D から学ぶのを喜んだ。D も M の能力を高めようとして (31270) (PE 





（2012 年 12 月 7 日）
27938	 D	 （笑）じゃ今日はさあいい日を過ごしてねっていうのを教えてあげるね
27939	 M	 あちょっと書く





	 	 	 　　　　　　　（・・・）	
28029	 M	 書いとこう
（2012 年 10 月 22 日）
M は、生活の中でできるだけ英語を使いたい様子だった。毎朝の D からの電話に M は
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しむことは、認知症と共に生きる人にとって特に大切な時間であろう。
3.2.5.1　英語で遊ぶ
Good Morning! とどちらが速く言えるかの遊びが始まったのは、2012 年 12 月 31 日の会
話からのようだ。この日、M は受話器を取った途端に Good Morning! と答え、二人で大い
に笑っている。
33118	 M	 Good	Morning!	
33119	 D	 （笑）Good	 Morning! ！（笑）私も言おうと思ったら先に言われちゃっ
た（笑）Good	Morning（笑）すごいね（笑）	
33120	 M	 （笑）電話のとこにこう置いてあるもん
（2012 年 12 月 31 日）
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多くの場合、M の方が早く発話し、D(40003) (40005)(4007) もそれを褒めるので、M (40004) 
(40006) は誇らしげであった。ここには「たずさわること」の「能力を発揮できるように










（2013 年 3 月 5 日）









（2013 年 5 月 19 日）
3.2.5.1　隣人とラジオ体操をする
M は、近くの公園で毎朝 6 時半から行われるラジオ体操に長く参加していた。数人の
ラジオ体操仲間と「共にあること」(PE 15) もそれを支えていた。
28941	 M	 ラジオ体操から帰ってきて朝ご飯作ってる
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（2012 年 11 月 8 日）
しかし、寒さが増すと自然に集まりが少なくなり、D (30882) も M が暗い公園にひとり
で行くことを心配し、M(30883) 自身も休むことを決めたようだ。結果的に、D は「関わ
りを継続できるようにすること」(PE 12) と逆行する行動をしたことになる。
30869	 M	 そうなの今日も 1人
	 	 	 　　　　　　　（・・・）




（2012 年 12 月 3 日）
3.2.5.2　一緒に出掛ける
外出も M を元気づけた。3.2.3.3 で触れた従弟との外出も喜んだ。以下は、D の勤務校
の学園祭に一緒に行く予定についての談話である。
28242	 D	 うん今度あのー○○祭【D 勤務校の学園祭】○○さん【M の従弟】も行
けるから
	 	 	 　　　　　　　（・・・）	
28245	 M	 楽しみにしてる




28496	 D	 うんであのあたりで夕飯でも [みんなで食べればいいんじゃないかな ]





（2012 年 10 月 31 日）
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以下の談話にも、愛着を感じている従弟も含めた外出に対し、M が華やいだ気持ちを














29707	 M	 [ ああじゃ ]あたしも行きたい
（2012 年 11 月 18 日）
M は、かつてのオーストラリアやイギリスへの旅を懐かしがり、もう一度海外旅行が
したいと言っていた。しかし、この頃、その難しさを感じてもいたようだ。「外国はもう









（2012 年 12 月 3 日）
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